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【第７回エネルギー政策検討会講義資料】

平成１３年９月１７日

講 義 資 料

西澤 潤一 岩手県立大学長

○ 持続可能なエネルギー

水力発電 太陽の輝く限り

風力発電 同上 不安定

太陽光発電 同上 高価格

火力発電 ７０年～２００年 炭酸ガス発生

原子力発電 ７０年→核融合 放射性廃棄物

○ 新しい可能性

水力発電など直流送電技術の可能性がひらけたので都会から１０，０００㎞以上

離れたところにある水力資源も利用可能、その結果水力資源だけで全人類の需要が

賄える。

○ 炭酸ガスの発生によって現在の状況が維持できなくなる見通し、海底のメタンに

変換されていることが判明、今後窮地に立つおそれなしとしない。５０年後に海底

は膨満して大気中の炭酸ガス含有量急増。

○ 海底のメタンを汲み上げて燃料にする案

自然循環系の擾 乱。炭酸ガスがメタンに変わるメカニズムの究明から出発すべ
じょうらん

きである。
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○ 原子核融合

炉壁の研究に未だ見通しが立っていない。

○ 以上を総合して先ず量的に見ても充分な水力資源の活用を中心に据え、緊急用と

して原子力を考えるべきでないか。日本の１年分の総需要はウラニウム１万㌧（も

んじゅを使えば１６０㌧）というのを緊急用とすべきではないか。

○ 水力資源が環境を毀すと言われているのは農業用を兼用して貯水量を増すからで

ある 専用水力発電所を建設すべきである 只見川水系開発は理想的開発である 多。 。 （

段式、揚水式 。）










